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　今、自分の目の前にいる母子に丁寧に寄り添うことが産後うつや虐待を予防し、次の出産子育てにつなが
り、少子化の歯止めにもなると考えている。
　本シンポジウムでは、日頃自分が大切にしている語りと傾聴、母親自身自の育児力が高まるように工夫し
ている具体的な援助を症例を通して報告したい。
